
i B-3 ¥ 

弓乙ども妥詮己こ~<-ナるスオて一、Yを舌重力 0.:;)王見斗犬と言果是葺
一一特に、球技大会を中心に一一

Oi中野隆士・守能{言次・江橋慎四郎・木村吉次〈中京大学〉

子ども会、スポーツ・レクリヱーション活動、球技大会
1.緒言
子ども会は、地域を基盤とする異年齢の会員で構成されている伝統的な子ども集団であ
り、全国的な連絡組織を持ち、会数及び会員数において我が国で最も大きな児童組織とし
て存在してい ~o その子ども会の主たる活動目的は、文化的、社会的活動のみならず、体
育的活動〈レクリエーション活動や遊びも含む)などの自主的な活動の集団的な実施をと
おして子ども遠の連帯を図り、社会の一員としての子どもの成長を地域の父母住民で推進
しようとするところにあり、青少年の健全育成や子どもの社会化を促進する場として期待
され今日に至っている。
過去に我々が実施した子ども会活動の調査研dにおいて、スポーツ活動は子ども会活動
の中心的活動として位置づくと共に、その意義が高〈評価されていることが示唆された。
それと同時に、スポーツ活動の中でも特に球技大会種目に関心が集中し、ほとんどすべて
の単位子ども会が球技大会に参加していることを確認することができた.しかしながら、
球技大会への関心が高まるに連れて、勝利至上主義が表面化し、それに伴う問題点も生じ
てきていることが明かとなった.
そこで本研究は、球技大会に焦点を当て、会員である子ども逮や過去に子ども会に所属
していたジュニアクラプの会員と育成会の役員の球技大会に対するとらえ方の比較や、球
技大会に向けての練習等の活動状況をとらえ、その現状や問題点を明らかにすると共に、
今後の課題について検討することを主たる目的とする.
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調査1.子ども会の会員 1720 
[各単位子ども会の男女2名]

調査ll.ジュニアクラブの会員 442 
[各ジユエアクラブの男女1名]

調査ill.子ども会育成会役員 430 
【各単位子ども会育成会の代表者]
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3.結果と考察
iず、表1は、球技大会も含めたスポーツ活動の長所についての各対象群のとらえかた
を比較したものである.その結果、 3群共に最も高い{直を示したのが「みんなでまとまっ
て頑掠るところJであった。このことは、スポーツ活動を通した連帯意識の高まりが評価
されているものと思われる。しかし、 「勝ってうれしかったり、負けて悔しかったりする
ところ」に着目すると、育成会役員は別として、子ども逮の問に勝ち負けに関する意識が
比較的強〈存在していることが確認できる.
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次に、球技大会に向けての練習に着目してみ
たい.球技大会は、 8月中旬から8月の終わり
まで実施されてい忍が、それに向けての練習は
6月頃に開始され、大会が始まるまで毎週の週
末に実施されているのが現状である.そのため
に、練習や大会期間の影響により、年間活動計
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象対



画に組み込まれてiいたキャンプやハイキング等の活動が、犠牲になることがしばしばある
ことが前回の調査で明かとなっている.では、そこまでして執着する練習に対し、子ども
逮はどのようにとらえているのであろうか。
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